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[主張]　卒業生への言葉[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　大 (だい)學 (がく)や専 (せん)門 (もん)學 (がく)校 (こう)を卒 (そつ)業 (げう)したものもあらう。中 (ちう)等 (とう)學 (がく)校 (こう)を終 (お)へて、それ以 (い)上 (ぜう)の學 (がく)校 (こう)へ入 (はい)らずに社 (しや)會 (くわい)生 (せい)活 (くわつ)へ入 (はい)るものもあらう。または小 (せう)學 (がく)校 (こう)を出 (で)たゞけで人 (じん)生 (せい)の荒 (あら)波 (なみ)を乗 (の)り切 (き)らうとする勇者 (ゆうしや)もあらう。これらの青 (せい)少 (せう)年男 (だん)女 (じよ)をひつくるめて、卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)と呼 (よ)びかけて ゐることゝ承 (しよう)知 (ち)されたい。
　卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の中 (なか)には、資 (し)産 (さん)家 (か)の子 (し)女 (じよ)と生 (うま)れて衣 (い)食 (しよく)の資 (し)を稼 (かせ)がなくとも好 (い)いものもあらう。併 (しか)し大 (だい)多 (た)數 (すう)の卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の關 (くわん)心 (しん)は、まづ一に就 (しう)職 (しよく)にあるものと思 (おも)ふ。就 (しう)職 (しよく)をしなければ、差 (さし)あたり食 (く)ふにるといふ理由 (りゆう)も理由 (りゆう)だが、人生 (じんせい)の野心 (やしん)を達成 (たつせい)する道 (みち)もまた職業 (しょくげう)にあるからである。生活 (せいくわつ)の資 (し)を求 (もと)めつゝ、人生 (じんせい)の理想 (りそう)を實現 (じつげん)しやうとするのが、就職 (しうしよく)の目的 (もくてき)なのである。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)景 (けい)気 (き)で、技 (ぎ)術 (じつ)方 (ほう)面 (めん)の卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)は 勿論 (もちろん)のこと、一般 (ぱん)的 (てき)に就 (しう)職 (しよく)難の 緩 (くわん)和 (わ)を見 (み)たやうであるが、それでも矢張 (やは)り就 (しう)職 (しよく)難は就 (しう)職 (しよく)難である。中 (なか)々思 (おも)ふやうな業 (げう)が吾 (われ)々をつてゐると いふやうな合 (がふ)の好 (よ)いことは 望 (のぞ)まれるものでない。これが學 (がく)校 (こう)を終 (お)へた 青年 (せいねん)に取 (と)つて、最 (もつと)も深 (しん)刻 (こく)な惱 (なや)みであることは同情 (どうぜう)すべきで あるにしても、しかしこの惱 (なや)みの責任 (せきにん)を 社 (しや)會 (くわい)にするのは、もっとも違 (ちが)つたへ方 (かた)であつて、畢 (ひつ)竟 (きやう)自 (じ)分 (ぶん)にあると自 (じ)覺 (かく)するのが正 (ただ)しい 了 (れう)見 (けん)である。自 (じ)分 (ぶん)さへ、信 (しん)頼 (らい)するに足 (た)る、有用 (ゆうよう)な人物 (じんぶつ)で あるとしたら、如何 (いか)に就職 (しうしよく)難の時 (じ)代 (だい)であつても、決 (けつ)して決して職 (しよく)にはぐれることはないと思ふ。
　或 (あ)る實 (じつ)業 (げう)家 (か)は 云 (い)つた。偉 (えら)い人 (ひと)の紹 (せう)介 (かい)狀 (ぜう)などをつて、職 (しよく)を探 (さが)し廻 (まわ)るものに碌 (ろく)な 奴 (やつ)はないと。〝私 (わたし)はこんな人間 (にんげん)です、どうぞ 御 (お)試 (ため)し下 (くだ)さい″といふ魄 (はく)でやつて來 (き)てひたいと。これは 誠 (まこと)に味 (あじ)はふべきだと思 (おも)ふ。本人 (ほんにん)の人格 (じんかく)と 實力 (じつりよく)と、これが人 (ひと)を求 (もと)める事 (じ)業 (げう)家 (か)が 望 (のぞ)むものであつて、偉 (えら)い人 (ひと)の力 (ちから)につてを 僥 (げう)倖 (こう)せんとするやうなないものに用 (よう)はない 筈 (はず)である。學歴 (がくれき)の金看板 (きんかんばん)が物 (もの)を云 (い)つたのも、今 (いま)は昔 (むかし)のことで、何處 (どこ)までも人物本 (じんぶつほん)位 (い)といふのが、事 (じ)業 (げう)家 (か)の 採 (さい)用 (よう)方 (ほう)針 (しん)だといふことを、牢 (ろう)記 (き)されたい。人 (じん)格 (かく)の修 (しう)養 (やう)と學 (がく)術 (じつ)の向 (かう)上 (じやう)を 怠 (おこた)る者 (もの)は、よしんばまぐれあたりに職 (しよく)にありつくにしても、將 (しやう)來の見 (み)込 (こみ)は ないのだ。結 (けつ)局 (きよく)はどこまでも實 (じつ)力 (りよく)の世 (よ)の中 (なか)である。
　卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の第 (だい)二の惱 (なや)みは結婚 (けつこん)問題 (もんだい)であらう。誰 (だれ)でも、最 (さい)上 (じやう)の 配偶者 (はいぐうしや)を願 (ねが)ふのは、就 (しう)職 (しよく)の場 (ば)合 (あひ)とりはないが、最 (さい)上 (じやう)の人 (じん)物 (ぶつ)は最 (さい)上 (じやう)の人 (じん)物 (ぶつ)の配偶 (はいぐう)になるべきで、して倖 (こう)を 望 (のぞ)んではならない。まづ分 (ぶん)の姿 (すがた)をはつきりとめて 配 (はい)偶 (ぐう)者 (しや)の擇 (たく)にかゝるべきである。爾 (なんじ)さへ好 (よ)き人ならば好 (よ)き配偶者 (はいぐうしや)は□にあたるであらう。
　要 (よう)するに、就職 (しうしよく)にしても、結婚 (けつこん)にしても、はたまた、人生 (じんせい)の成功 (せいこう)失敗 (しつぱい)に しても、籤抽 (ひ)きと思 (おも)つてはならない。それは籤抽 (ひ)きではなくて引 (ひ)きなのだ。自 (じ)分 (ぶん)の商 (せう)品 (ひん)価 (か)値 (ち)こそ 自 (じ)分 (ぶん)の運 (うん)命 (めい)を決 (けつ)定 (てい)するものなのだ。
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